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会長 井上 英幸 

今日は相方がお休み、そして羽芝ガバナー補佐と今井副

会長が北広島 RC までご挨拶に出かけており、執行部と

しては寂しい例会です。 
さてノーベル賞受賞者が日本から 4 名も出たと言うことで、

非常におめでたいお話が流れておりました。ノーベルがダ

イナマイトをつくったこと、人に危害を加えるものを発見し

てしまったと言うことで巨悪の念というか、そういったこと

からノーベル賞がスタートしたと言うお話を聞くことがあり

ました。我々、高塚さん、大野さん、土居さん、坂井さんは

数年前に国際大会でスウェーデンに行きまして、ノーベル

賞を受賞する広間、懇親会が行われる青の間を見て参り

ました。決して土居さんが、坂井さんが受賞した訳ではな

いのですが、身近に感じられ、うれしい感じになってしまう

のは私だけでしょうか？ 
人間というのは失敗したりまたアクションを起こした上に

おいて、反省する、もしくは葛藤があって新しいものを生

み出すという生き物だそうでございます。何もないところ

からは何も起こらないのですね。昨今の金融不和の問題、

何回も失敗を繰り返すのですね。繰り返した上において

次に新しいことを生み出していく、あみ出していくと言うの

が常だそうです。失敗せずして新しいものが生み出せれ

ばベストですがそうもいかない。わがクラブが手がけよう

としている温暖化に対するエコの運動ひとつにも、人間が

犯した失敗から生まれてきた運動ではないかと思いま

す。 
今日の例会は奉仕プロジェクト担当の須藤委員長の下に

行われます。皆さんのたくさんの意見を伺いながら、更に

いいものを生み出していただきたく思います。よろしくお願

い致します。 
 

 
副幹事 大野  馮 

武田幹事が所要で欠席のため私が努めさせていただき

ます。 
• 地区大会にて（10/26）表彰されます。 

2007～08 年度（入口会長年度）における表彰 
「RI 会長章」「RI 会員増強推進計画表彰」「地区会員

増強優秀賞 第 2 位」 
前年度の入口年度における実績が評価されたというこ 
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とであり、会員皆様のご協力の賜物と思います 

• 今日は羽芝ガバナー補佐と今井副会長が北広島 RC
例会にてご挨拶されております。 

• 『第 7 回ロータリー全国囲碁大会』開催（11/29）のお知

らせ届いています。詳細は事務局にて。 
 

 
 

親睦活動委員会 柏田 欣也会員 
10 月 21 日は、移動夜間例会です。  
「旬を味わう PART 2」と題し、海鮮市場にて 18:30 より

行います。 
親睦活動委員会 加藤 正志会員 
10 月 21 日の移動夜間例会の日、親睦ゴルフコンペをイ

ンターゴルフクラブにて行います。 
スタート 10:21 プレー代 5,900 円 参加費 3,000 円 
 

 
 

入口 博美会員 1 ヶ月ぶりの例会です。インディアン水

車まつり(9 月 13～15 日)の 3 日間、好転に恵まれ大成功

でした。ありがとう！ 
佐々木俊英会員 先日、某建設のゴルフコンペで優勝し

ました。 
坂井会員、田口会員 ブルーファミリア「さわやかチャリテ

ィーコンサート」は 800 名の参加で無事終了しました。  

斉藤博司会員、長手英記会員にお手伝いいただきまし

た。 
白木松敏会員 ラテン系のバンドを呼んで清水町でコン

サートを開催しました。多くの皆様から広告の協賛ありが

とう！ 収益金の一部を社協に寄付し先日新聞に掲載さ

れました。ありがとう！ 

例会出席状況 （2008 年 10 月 14 日） 
会員数 35 名 
会員出席者数 24 名 
欠席者数（内：無断欠席） 11 （5）名 
出席率 （前回例会） 68.57（68.57）％ 
ゲスト・ビジター出席者数 0 名 
出席者数総計 24 名 
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土居 栄治会員 結婚？？？周年です。 
清水清光会員 健康ともども誕生日を迎えられました。 
佐々木俊哉会員 年賀状の季節です。よろしく！また、ラ

ジオ出演することになり、FM 東京の方と打ち合わせをし

た折に「地域活動何かしてますか？」ということで、アイド

リングストップ運動についての取り組みを独断で話させて

いただきました。 
 
 

 
本日のプログラム  

例会「ロータリー農園について」 奉仕プロジェクト委員会 
 

委員長 須藤 丈 

今年度は行事が目白押しで 9 月まで突っ走ってきました。

来年度は 20 周年に向けての新しい始めての行事が入っ

てきます。皆様の頭の中がパニックっているような沢山の

行事が重なり合って整理がつかないこともあるのではな

いでしょうか。 
会長には農園についての取り組みの経緯、地産地消にど

のようにつながるかといったことを総合的にお話いただき

ます。農園を作っていただく清水さんからはプロの立場か

ら、経験されたことのない素人が、如何にして参加できる

かといったことを含めて、作業内容を分かりやすく説明し

ていただきます。実際に農園は 4 月から耕作に入ってい

かなくてはならないのですが、その前の 11 月に準備作業

が必要ということもあります。我々が清水さんの指導の下、

農園に取り掛かるのは、実際は来年に入ってからなので

すが、そんなに時間の余裕はありません。井上会長には

作業道具を入れる小屋を用意していただきました。ありが

とうございます。 
 
会長 井上英幸 
斉藤年度では長泉 RC 友好ということで支笏湖に 880 本

の苗木を植樹することができました。また、千歳駅前ロー

タリーには桜の木を、昨年度の入口年度には指宿公園に

6 本の桜を植樹を実施しました。私の年度には何をやろう

か？ どこかに植樹を！という案もあったのですが、市の

に相談しましたら、「もう勘弁してくれ」と言われてしまいま

した。正直、植樹となるとアフターフォローがどうしても必

要で、支笏湖に 880 本苗木を植えた後も毎年 5 月には下

草刈をしています。駅前の桜、指宿公園にしても植えっぱ

なしではなく、全面にではないにしても当然管理をしていく

のが責任だと思います。市から「もういいよ！」と言われた

ところからスタートしたのが「農園事業」で、環境問題を考

えた延長線上にこの「ロータリー農園」があるのだと考え

ていただきたく思います。「地産地消」という言葉が盛んに

取り出されています。清水さんはプロでありますから、彦

坂さんは農業コンサルタントでありますからすでにいろい

ろと経験されてますが、実際問題私たちは「地産地消」を

肌で感じたことがあったでしょうか。私の庭にも大根、きゅ

うり、ナス、トマトを植えていた時期がありました。肥料を

やりながら、楽しいんですね。お店で買ってくるものよりお

いしく感じるのは不思議ですね。「地産地消体験プログラ

ム」といった名目でいいかなと思います。初めての試みで

すから立派なものでなくてもいいのです。たくさん取れる

かどうかは考えておりません。皆さんで汗を流して皆さん

で食してみたら「地産地消」というものがなんとなく体験で

きるなかなあということでスタートしました。私の年度で完

結はできないのです。収穫は次年度の高塚年度になりま

す。高塚エレクトどうでしょうか？ 宜しくお願いいたしま

す。 
 
会長エレクト 高塚 信和 
入口年度、井上年度、私の年度と 3 代続くプロジェクトで

「20 周年の花を咲かせよう！」と思っております。 
ふれあい農園として「地産地消」を兼ねながら、できること

から着実に作業を進め、千歳には「ロータリー農園がある

のだ」という認識が年々伝わるような大きなプロジェクトに

なることを考えております。とりあえず 300 坪やってみて

600 坪に拡大していける作業になるでしょうか？下草刈な

ど汗をかくことも大切にやっていきたいと思います。 
また、蛇足でありますが、地区大会では CLP を担当し、

2510 地区の会長幹事を対象に「CLP とは何ぞや」という

ことを、体験をとおして説明しようと思います。職業倫理か

ら発しまして国際奉仕と社会奉仕、一番大事な職業奉仕

のまとめから、最終的にはCLPをやっていかなくてはなら

ないことを全国の例も挙げながら進めたいと思います。 
その延長線上にロータリー農園があるのかなと考え、作

業も大変ですが、20 周年、25 周年、30 周年と続くロータ

リーの歴史を数えていけるのかなあと思います。そんな

思いを馳せながら長期ビジョンということでお話させてい

ただきました。ありがとうございます。 
 
清水 清光会員 
「ロータリー農園」ということで相談を受けました。 
現在、農園に利用可能な土地が 600 坪あり、初めに 300
坪くらいを考えております。11 月中にトラクターでおこして

おきます。ジャガイモ、とうきび、かぼちゃ、枝豆を考えて

おります。まずジャガイモですが、4 月にロータリーをかけ

5 月 10 日前後に畝を切って、4 本くらいを蒔けばよいかと

思います。6 月の草取り、7 月に草取りと土をかける作業 

8 月中旬に収穫です。 
とうきびは、1 列 50 本、4 列くらいにしてロータリーをかけ、

マルチ方式でビニールを掛け穴に種を蒔きます。 
枝豆はビニールを張って植えれば除草しなくても良いかと

思います。 
かぼちゃもマルチで 10 本から 20 本の苗で 4 つから 5 つ

ずつ収穫できればいいかなと思います。苗は 7,500 円か

ら 1 万円くらいで、その他 10 万円前後でできるかと思って

おります。収穫は 8 月・と 9 月です。10 月には撤去するこ

とを考えておりますので宜しくお願いいたします。 
 
委員長 須藤 丈 
進行具合をお話いただきました。基本的につくりやすいも

のから！かと思います。600 坪ありますので、クラブでは
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300 坪使用し、皆さんの家族の中で、楽しみながら試して

みたいという方には家族参加型も考えております。 
温暖化によって北海道米もおいしくなりました。サツマイモ

も北海道でつくられていますし、こんな物もいいのでは？ 

と素人考えでいいのでどんどん意見をいただきたく思いま

す。「連作障害を防ぐためには畑に枯葉を入れるといいだ

ろう」など、プロがやらないだろうと思うこと、素人の発想

がきっかけでプロに活用されていいものができたりという

こともあります。いろいろと試行錯誤しながら我々ができ

ることをやっていきましょう。皆様で知恵を出し合い、いい

事業に仕上げていきたいので宜しくお願いいたします。 
 

 
次回例会の案内 プログラム担当 佐々木 俊哉 

次回は、移動夜間例会です。『旬を味わう PART-2』とし

て海鮮市場で 18:30 より行います。 
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